
近年我が国は少子化の状況下にあるにもかかわらず、小中学校における不登校児童生徒数は 10年連続で増加傾向にある。特にコロナ禍に

あった令和 2年度以降急増し、令和 5年度では小中学生併せて過去最多の 346,482人で、前年度に比べ 47,434人増加し、増加率は 15.9%

であった。高等学校でも同様に令和 2年度以降、不登校生徒は増加傾向に転じている。 

不登校の状態にある子どもたちには食事、運動、生活リズムなど生活習慣の乱れに起因する体力低下による易疲労、肥満、睡眠障害とい

った問題や、セルフケアの低下、間食の増加による齲蝕の増加が見られることが報告されている。口腔内環境は特に生活状況を反映しやす

い部分であり、これを歯科健診等で発見することができれば、早期発見・早期治療につなぐことが可能となる。 

しかし、不登校児童の積極的な歯科受診機会は少なく、不登校児童の口腔内状況に関連するまとまったデータは存在していないのが現状

である。 

本研究の目的は、不登校経験のあるフリースクールの児童生徒の歯科健診の受診実態を把握し不登校 

児童生徒の歯科的問題点を抽出することである。本研究によって、不登校の問題に対する歯科的アプローチの必要性の検証が可能になるも

のと期待される。 
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